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【開催日】 令和４年２月２５日（金） 

【開催場所】 第２委員会室 

【開会・散会時間】 午前１０時３０分～午後２時４３分 

【出席委員】 

分科会長 長谷川 知 司 副分科会長 宮 本 政 志 

委員 伊 場   勇 委員 岡 山   明 

委員 笹 木 慶 之 委員 前 田 浩 司 
 

【欠席委員】 

委員 古 豊 和 惠   
 

【委員外出席議員等】 

議長 髙 松 秀 樹   
 

【執行部出席者】 

副市長 古 川 博 三 総務部長 川 地   諭 

総務部次長兼人事課長 辻 村 征 宏 総務課長 田 尾 忠 久 

総務課課長補佐兼総務係長  奥 田 孝 則 総務課危機管理室長 境 田 公 嗣 

人事課人事係長 藤 田 浩 子 消防課長 橋 本 俊 昭 

消防課主幹 吉 岡   努 消防課消防庶務係長 若 松 宗 徳 

消防課消防団係長 市 山 陽 介 企画部長 清 水   保 

企画部次長兼企画課長 和 西 禎 行 企画部次長兼情報管理課長  山 根 正 幸 

企画課主幹 工 藤   歩 企画課行政経営係長 福 田 淑 子 

財政課長 山 本   玄 財政課課長補佐 村 長 康 宣 

財政課財政係長 野 原 崇 史 財政課調整係長 伊 勢 克 敏 

財政課管財係長 磯 山   聡 情報管理課課長補佐 村 上 信 一 

シティセールス課長 杉 山 洋 子 シティセールス課主幹 原 田 貴 順 

シティセールス課主査兼定住促進係長 道 元 健太郎 シティセールス課観光振興係長 渋 谷 桂 介 

大学推進室長 大 谷 剛 士 大学推進室主査 大 坪 政 通 

山陽総合事務所長 篠 原 正 裕 地域活性化室主任 河 田 佳代子 
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教育長 長谷川   裕 教育部長 岡 原 一 恵 

教育次長兼教育総務課長 吉 岡 忠 司 教育総務課主幹 浅 川   縁 

教育総務課課長補佐兼学校施設係長  熊 野 貴 史 学校教育課長 長 友 義 彦 

学校教育課主査 三 藤 恵 子 学校教育課学務係長 三 浦 泰 平 

社会教育課長 舩 林 康 則 社会教育課課長補佐兼青少年係長  池 田 哲 也 

社会教育課公民館係長 柿 並 健 吾 議会事務局次長 島 津 克 則 

選挙管理委員会事務局長 亀 田 政 徳 選挙管理委員会主査 石 橋 啓 介 
 

【事務局出席者】 

議会事務局次長 島 津 克 則 主査兼議事係長 中 村 潤之介 
 

【審査内容】 

１ 議案第１号 令和３年度山陽小野田市一般会計補正予算（第１７回）につ

いて 

 

午前１０時３０分 開会 

 

長谷川知司分科会長 おはようございます。ただいまから一般会計予算決算常

任委員会総務文教分科会を開催します。本日の審査内容はお手元の資料

にあるとおりです。議案第１号令和３年度山陽小野田市一般会計補正予

算（第１７回）について、審査番号①、歳入に係る説明を、執行部から

お願いします。 

 

山本財政課長 それでは、議案第１号令和３年度山陽小野田市一般会計補正予

算（第１７回）における歳入のうち、一般財源につきまして御説明しま

す。補正予算書の１３ページ、１４ページをお開きください。まず初め

に、ページ上段の６款１項１目１節の法人事業税交付金の補正につきま

して御説明します。こちらは県税交付金でして、県における当該事業税

の７．７％が市町に配分されるものです。補正前の予算額９，８００万

円につきましては、県の試算に基づき当初予算に計上したものですが、

この度は、県から参考として当該交付金の決算見込額が示されましたこ
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とから、その数値を踏まえまして、６，０００万円を増額し、補正後の

額を１億５，８００万円とするものです。次に、１１款１項１目１節の

地方交付税ですが、事前に参考資料を御用意しておりますので、おそれ

入りますが、財政課提出資料としてお配りしております資料のうち、右

肩に「資料１」と記載しておりますものをお手元に御用意ください。資

料の上段の「①普通交付税の補正について」としております部分を御覧

いただけたらと思いますが、この度の補正は、令和２年度の国税決算及

び令和３年度の国税収入の補正により、交付税原資の大幅な増加が見込

まれる中、国において令和３年度の普通交付税の追加交付が決定された

ことによるものです。これに伴い、本市におきましては、４億４，７９３

万６，０００円が追加交付されており、この度の補正は、当該追加分に

ついて増額補正するものです。なお、資料では赤い★印を付してお示し

しておりますように、このうち３億４，６５９万４，０００円につきま

しては、本来、後年度の交付税で措置される臨時財政対策債に係る償還

金を前倒しで交付するものとされておりますので、この後、歳出でも御

説明しますが、この前倒し分につきましては、将来の償還財源として減

債基金に積み立てることとしております。続きまして、１７、１８ペー

ジをお開きください。ページ中段の１７款２項１目１節の市有地売払収

入の増額補正について御説明します。なお、本日財政課からお配りして

おります資料の２枚目、右肩に「資料２」とありますＡ４横の資料も併

せて御覧ください。市有地売払収入につきましては、当初予算では２件

の売払いを想定し、９３１万６，０００円を計上しておりましたが、今

年度は、資料にもお示ししておりますように、４，０００平米を超える

事業用地の売却が決まるなど、本年１月末時点で３，７４９万円と当初

予算を大きく上回る収入実績があります。したがいまして、この度の補

正では、当初予算と当該実績額との差額となります２，８１７万

４，０００円を増額し、補正後の額を３，７４９万円としております。

続きまして、同ページ下段の１９款１項１目１節の財政調整基金繰入金

ですが、これは、この度の補正における財源調整として行うもので、補

正前の額であります３億８，３８９万８，０００円全額を減額しており
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ます。なお、この後、歳出で御説明します積立金も加味しますと、この

度の補正によりまして、財政調整基金の令和３年度末の予算上の残高は、

４６億２３２万円となります。一般財源に係る説明は以上です。御審査

のほど、よろしくお願いします。 

 

長谷川知司分科会長 何か質疑はありますか。 

 

宮本政志副分科会長 頂いた資料２の１７款２項１目の不動産の収入について、

資料２の右側が位置図ですよね。位置図の上の①、②が西善寺の市有地

で合っていますよね。（「はい」と呼ぶ者あり）ちょっとこれは収入の

ことなんで関係ないのかもしれないんですが、県の土砂災害のほうには

入ってないんですけど、②と書いてある矢印の辺りで、何年か前に崩れ

てブルーシートがずっとしてあったんですけど、今回の売却に関しては

別段の問題はないですよね。売ったはいいけど。ちょっと関係ないかな。 

 

磯山財政課管財係長 資料２の多分南西側のところを言われているんだと思い

ます。そこは一応こちらのほうで応急対応として、ブルーシートを掛け

たという経緯はありますけども、売地からは少し離れておるところです。

そちらに溝はありますけども、そこよりも内側の市有地ですので、今回

のとは余り関係はないのではないかと思っております。以上です。 

 

長谷川知司分科会長 ほかにありませんか。（「なし」と呼ぶ者あり）次、（３）

に行きましょう。歳出に係る説明を執行部からお願いします。 

 

辻村総務部次長兼人事課長 それでは、議案第１号令和３年度山陽小野田市一

般会計補正予算（第１７回）に係る補正について御説明します。お手元

の一般会計補正予算（人件費関係）の説明資料４ページの一番下の表「総

計」を御覧ください。この度の人件費の補正は、人事院勧告に基づく条

例改正による期末手当の減額と、決算を見込んでの給与等の調整を反映

したものです。一般会計全体では１５３万８，０００円を減額し、補正
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後の額を４２億２，８５０万９，０００円とするものです。費目ごとの

補正額の内訳は、１節報酬については、パートタイムの会計年度任用職

員の勤務実績から３，０００円を増額するものです。２節給料について

は、６０９万３，０００円を増額するもので、主な要因は、人事異動等

によるものです。３節職員手当等については、３１０万２，０００円を

減額するもので、主な要因としては、今年度の普通退職者の退職手当の

増はありますが、人事院勧告に基づく給与条例の改正による期末手当の

減額によるものです。次に４節共済費については、４６０万７，０００

円を減額するもので、要因としては、期末手当の減額によるものです。

８節旅費については、会計年度任用職員の通勤手当の実績から７万

５，０００円を増額するものです。説明は以上です。 

 

島津議会事務局次長 それでは、人事課所管部分を除く議会費の補正について

説明します。補正予算書の２３ページ、２４ページを御覧ください。２４

ページ上段、議会費、３節職員手当等のうち、議員期末手当を２８２万

７，０００円減額しています。減額の主な要因は、１２月に支給しまし

た議員期末手当のうち、改選により、５０％支給となる在職期間２か月

未満の議員が５名いたことによるもの、及び１２月定例会での条例改正

により、期末手当が減額になったことによるものとなっております。説

明は以上です。 

 

辻村総務部次長兼人事課長 それでは、２款１項２目人事管理費について御説

明させていただきます。２３、２４ページを御覧ください。２款総務費、

１項総務管理費、２目人事管理費について、２，３１１万５，０００円

を増額し、総額を４，４５３万４，０００円とするものです。内訳とし

ましては、１２節委託料３７３万６，０００円の減額は、今年度計画し

ておりました職員研修について、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い

実施できなかった研修費用の減額です。これについては、特定財源を充

てておりますので、１７、１８ページをお開きください。１９款１項２

目まちづくり魅力基金繰入金、１節まちづくり魅力基金繰入金を同額減
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額しております。２３、２４ページにお戻りください。１８節負担金、

補助及び交付金の２，６８５万１，０００円は、山口東京理科大学から

１名及び山口県から２名の職員を受け入れており、その職員の給与費の

負担金です。続きまして、歳入について、１９、２０ページを御覧くだ

さい。２１款４項３目雑入、２節総務費雑入のうち、派遣職員給与費負

担金１，９３６万４，０００円は、本市から山口県及び山口東京理科大

学に派遣している職員に係る給与費負担金と、人事給与システム負担金

は、病院局に応分の負担を求めるもので２０万２，０００円の増額とな

っています。説明は以上です。 

 

山本財政課長 続きまして、２５、２６ページをお開きください。２款１項８

目財産管理費における２４節積立金です。説明に入ります前に、おそれ

入りますが、財政課提出の資料１を再度お手元に御用意ください。この

度は三つの基金に対する積立金の補正となりまして、理屈も多少複雑な

部分がありますので、資料中段の②基金積立金の補正についてとありま

す部分を御覧いただきながら説明をお聞きいただけたらと思います。 

まず、退職手当基金です。退職手当基金積立金につきましては、先の

１２月の補正におきまして、今年度は既に１億円を予算計上しておりま

すが、この度は、更に追加で１億１，０００万円を増額し、補正後の額

を２億１，０００万円とするものです。当該基金は、職員の退職手当に

係る財政負担の平準化を目的としておりまして、従来は１年当たり

７，０００万円を目途に継続的な積立てを行っておりましたが、令和元

年度及び令和２年度につきましては、コロナ禍において財政運営の先行

きが大変不透明でありましたことから、この積立てを見合わせたという

経緯があります。一方、この度の補正では、決算を見込んだ事業費の減

額や交付税をはじめとした一般財源の増額が見込まれる中、財政調整基

金からの繰入れをなくしても、なお財源的な余剰が生じるという結果と

なりました。お手元の資料では赤く網掛けしてお示ししておりますよう

に、この第１７回補正で生じました余剰財源は１億６，６８３万２，０００

円となっておりまして、この度はこれらを活用し、過去に積立てを見合



 7 

わせた２年分も合わせた３年分の積立金２億１，０００万円を一括して

積み立てるため、既に計上しております１億円との差額となります１億

１，０００万円を増額補正することとしております。次に、減債基金積

立金ですが、この度の補正では、３億９，６５９万４，０００円を増額

しております。このうち、３億４，６５９万４，０００円につきまして

は、歳入の説明の際に申しましたように、この度の普通交付税の追加交

付におきまして、臨時財政対策債の償還財源が一部前倒し交付されまし

たことから、その相当額を、償還財源として積み立てるものです。残る

５，０００万円につきましては、こちらも余剰財源を活用しての積立て

となりますが、減債基金を積み増すことで、今後、高い水準で推移する

ことが見込まれます公債負担に備えようとするものです。最後に、財政

調整基金積立金ですが、７５３万２，０００円増額することとしており

ます。内訳としましては、このうち７０万円は、この度の補正における

公立大学整備事業費の減額に伴う財政調整基金への積戻額の調整であり、

残る６８３万２，０００円につきましては、この度の補正の余剰財源の

残額を、財源調整として積み立てるものです。なお、資料の下段には、

この度の補正に関連した三つの基金の年度末残高の見込みなどを参考と

してお示ししております。続きまして、６７、６８ページをお開きくだ

さい。 １２款１項２目２２節地方債利子の４００万円の減額補正につ

きましては、地方債利子におきまして、令和元年度繰越事業分や、令和

２年度事業分の地方債の借入手続が終了しましたことから、決算を見込

みまして４００万円減額するものです。説明は、以上です。御審査のほ

ど、よろしくお願いします。 

 

長谷川知司分科会長 執行部からの説明が終わりました。委員の皆様からの質

疑を受け付けます。 

 

伊場勇委員 ２３、２４ページの職員研修委託料が３７３万６，０００円減額

ということなんですが、この研修はもうそれ以降に行っていないんです

か。何か違う形でできたのか。しなければいけない重要性があったから
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研修をする予定だったと思うんですけど、その辺はどうなんですか。 

 

辻村総務部次長兼人事課長 この研修自体は、丸々しておりません。ただ、今

年度できなかったので、来年度できればと考えております。管理職中心

に意識改革をしたいと。それに基づく研修をちょっとしたいということ

で予算計上しておりましたけど、今年度ちょっと実施できなかったとい

うことです。 

 

伊場勇委員 リモートとかでもできなかったんですかね。会って話すとか、そ

ういった場が必要だということで中止になったんですか。 

 

辻村総務部次長兼人事課長 管理職ということで、管理職は大体８０名ぐらい

いますけども、その辺を集めてするということ自体もちょっと避けたか

ったというところもありました。今回は講師が来るか来ないかというよ

りも、職員を集めてやるということがなかなか難しかったところもあり

ましたので、今年度はちょっと延期させていただいたというところです。 

 

伊場勇委員 その下段なんですけども、派遣職員の給与の負担金の増というこ

となんですけども、これは何かあったんですか。３名分で２，６８５万

円ということなんですが。 

 

辻村総務部次長兼人事課長 これについては、額をある程度確定したかったと

いうところで、当初計上していなかったものを丸々、新規として計上さ

せていただいた３人分の派遣職員負担金ですが、そういうことですか。 

 

伊場勇委員 計上しなかったから、これを新たに計上したというなんですね。

分かりました。 

 

笹木慶之委員 今の職員の派遣のことについて、ちょっと制度を教えてくださ

い。３人分ということなんですが、県と理科大ということでしたよね。
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県は今どちらに派遣しておられますか。 

 

辻村総務部次長兼人事課長 派遣しているほうですか。ここは来てもらってい

る人です。（「ごめんなさい、してもらっているほう」と呼ぶ者あり）

現在は税務課、文化スポーツ振興課、あと商工労働課に理科大から来て

いらっしゃいます。最初の二つは県からです。商工労働課に理科大から

職員が１名来ております。以上です。 

 

笹木慶之委員 その期間はいつまでですか。 

 

辻村総務部次長兼人事課長 全て今年度いっぱいです。２年の期間来ていただ

いて、今年度が最終年度です。 

 

笹木慶之委員 関連して、今後はどうなんですか。 

 

辻村総務部次長兼人事課長 税務課については今年度で終了します。文化スポ

ーツ振興課に県から１人来ていますけども、県から来られる方について

は継続したいと考えております。山口東京理科大学は今年度で終了です。 

 

笹木慶之委員 はい、分かりました。 

 

伊場勇委員 人事関係で頂いた資料についてなんですけれども、１ページ目の

総務費で職員手当が増えていますよね。そのことについてちょっと具体

的に教えてください。 

 

辻村総務部次長兼人事課長 総務費につきましては、説明しましたとおり、退

職者が追加で出ましたので、この退職手当を計上したために手当が増に

なったということです。（「１名ですか」と発言する者あり）２名です。

（「分かりました」と発言する者あり） 
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伊場勇委員 ではそれに伴ってこの度会計年度職員が２名増になっているんで

すけど、それは何か関係あるんですか。 

 

辻村総務部次長兼人事課長 それとは関係なしに、業務等で必要になったとい

うことで、追加で採用させていただいたというところです。 

 

伊場勇委員 主な業務で、急に何かしなきゃいけないことが増えたということ

なんですか。 

 

辻村総務部次長兼人事課長 育児休業等もありますし、あとは税務課の確定申

告の時期でもありますので、こういった業務で追加が必要になってきた

というところです。 

 

長谷川知司分科会長 関連なんですけど、追加の退職者２名の方の理由という

のは病気とか、何か分かれば教えてください。 

 

辻村総務部次長兼人事課長 個々の事情ということですんで、細かいところは

ちょっと言えません。 

 

長谷川知司分科会長 分かりました。ほかにはありませんか。（「なし」と呼

ぶ者あり）では、歳入に係る説明、歳出に係る説明の一応これで質疑を

終わりたいと思います。どうも御苦労様でした。職員入替えのため５分

程度休憩します。 

 

午前１０時５４分 休憩 

 

午前１１時 再開 

 

長谷川知司分科会長 では、休憩を解きまして分科会を再開します。審査番号

②、総務課及び消防課に関する歳出の説明をお願いします。執行部の説
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明を求めます。 

 

田尾総務課長 それでは総務課分の説明をします。補正予算書の２３、２４ペ

ージを御覧ください。２款１項１目一般管理費、２４節積立金、ふるさ

と支援基金積立金１２万円の増額は、寄附採納に伴う寄附金の基金への

積立てです。これに伴う歳入ですが、補正予算書の１７、１８ページを

御覧ください。１８款１項１目一般寄附金、１節一般寄附金１２万円の

増額は、寄附採納に伴う寄附金の増額補正です。以上が寄附金に伴う説

明です。続きまして、２７、２８ページを御覧ください。２款１項１４

目防災費、１２節委託料３０８万円の減額は、防災監視カメラ等設置委

託料の減額です。これは、本市の２級河川６か所―有帆川、厚狭川、

桜川、大正川、前場川、糸根川に、河川カメラ、簡易水位計、量水板等

を設置し、市民の皆様が河川の状況を市のホームページで確認すること

ができる防災気象情報システムを導入するための事業で、令和３年６月

議会で２，４２５万５，０００円を予算計上させていただき、現在事業

を進めているところであります。この中で、糸根川と厚狭川の松ヶ瀬の

２か所に簡易水位計を設置する予定でしたが、山口県の事業で設置して

いただくことになりましたので、簡易水位計の設置に係る費用３０８万

円を減額するものです。なお、工事は３月中旬に完了する予定で、運用

開始は３月下旬頃を予定しております。続いて、この歳入についてです。

１９、２０ページを御覧ください。２２款１項１目総務債、１節総務管

理債のうち、防災設備整備事業債２，１１０万円の増額は、特定財源を

増額するものです。続いて、９ページを御覧ください。この事業に伴う

地方債補正の追加です。補正予算書の２９、３０ページを御覧ください。

２款１項２９目本庁舎改修事業費、１２節委託料６３１万４，０００円

の減額は、ＰＣＢ廃棄物運搬処理業務委託料、ＰＣＢ調査委託料の減額

です。ＰＣＢとは、ポリ塩化ビフェニルと言いまして、絶縁性があるた

め電気設備等に使われたもので、人体に有毒な物質のことです。この

ＰＣＢ廃棄物運搬処理業務委託料ですが、市役所本庁舎の耐震改修工事

に併せて行ったＰＣＢ調査により、蛍光灯の安定器１０基にＰＣＢが含
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まれていることが判明しました。これの処分費用、それから、高圧受変

電設備工事により撤去となる変圧器等の電気設備にＰＣＢが含まれてい

た場合の処分費用を合わせて７００万円を計上しておりました。蛍光灯

の安定器については、令和３年６月に収集運搬及び処分の契約をそれぞ

れ締結し、昨年１０月に最終処分まで完了しました。変圧器等の電気設

備については、令和３年１０月にＰＣＢの分析調査を行いましたが、全

てＰＣＢ汚染物に該当しないとの調査結果を得ており、処分費が不用と

なりました。つきましては、それぞれの不用額５８９万５，０００円と

４１万９，０００円について、減額計上しております。続きまして、１

４節工事請負費４１０万円の減額について御説明申し上げます。工事請

負費のうち、外壁改修工事・防水改修工事について、前払金相当額の

３，９６０万円を予算計上しておりました。外壁改修工事は令和３年１

１月に、防水改修工事は同年１２月に入札を経て契約を締結し、それぞ

れについて前払金の支払を行いました。前払金の金額は、外壁改修工事

が２，１２０万円、防水改修工事が１，４３０万円で、合計３，５５０

万円となっております。つきましては、予算額３，９６０万円から前払

金額３，５５０万円を減じた４１０万円について、不用額として減額計

上しております。続いて歳入ですが、１９、２０ページを御覧ください。

２２款１項１目総務債、１節総務管理債のうち、庁舎整備事業債の減額

は、外壁改修工事・防水改修工事です。先ほどの歳出予算額から不用額

４１０万円減額計上することに伴い、財源として歳入予算計上していた

庁舎整備事業債のうち不用額対象部分３１０万円を減額するものです。

続いて、補正予算書の７ページを御覧ください。繰越明許費の補正です。

２款１項総務管理費１，９２６万４，０００円の繰り越しは、庁内電話・

庁内放送管理事業として実施しておりました市役所本庁舎電話交換機更

新契約の納入期間の延伸に伴うものです。この庁内電話・庁内放送管理

事業については、令和３年６月２０日に契約を締結し、令和４年３月３１

日に納入完了予定としておりましたが、機械を構成する一部部品の納入

の遅れにより納入期間の延伸を行うものです。説明は以上です。よろし

くお願いします。 
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橋本消防課長 続きまして、消防課から消防関連の予算について説明いたしま

す。補正予算書の５９ページ、６０ページをお開きください。９款消防

費、１項消防費、１目常備消防費につきまして、当初予算１０億３，６０２

万７，０００円を１，２７１万５，０００円減額し、９億９，０８８万

７，０００円とするものです。これは宇部・山陽小野田消防組合費分担

金の減額で、給与費の実績減、コロナ禍による事業減、消防資機材整備

に係る入札減、その他歳計剰余金の精算に伴う減額となっています。 続

きまして、２目非常備消防費につきましては、当初予算９，８９５万

６，０００円を７５０万円減額し、９，１４５万６，０００円とするも

のです。これは８節旅費、費用弁償の減額で、新型コロナウイルス感染

症の感染拡大に伴い、消防操法大会、山口県総合防災訓練、消防団員の

新入団員研修等の行事の中止及び消防学校への派遣等が中止になり、出

動手当の減に伴う歳出減額によるものです。続きまして、３目消防施設

費につきましては、当初予算３，７２５万３，０００円を１，４４５万

９，０００円減額し、２，２７９万４，０００円とするものです。これ

は、１２節委託料における山陽消防署埴生出張所基本設計業務委託の入

札減や、１８節負担金、補助及び交付金における消防水利施設整備事業、

消火栓改良工事費入札減及び消火栓改修数減に伴うものです。消防課か

らは以上です。審査のほどよろしくお願いします。 

 

長谷川知司分科会長 では、議員の皆様から質疑を受け付けます。 

 

伊場勇委員 庁内電話・庁内放送の繰越明許についてですけども、部品がない

ということですが、なぜ部品がないんですか。その辺をちょっと教えて

もらっていいですか。 

 

奥田総務課課長補佐兼総務係長 部品につきましては、一部部品と申しますの

は、外局と市役所本庁を内線電話で接続する部品の一部の納入が遅れて

いる状況です。こちらの部品につきましては、６月の契約時点で発注を
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しておりましたが、発注した部品の品番の誤りにより、納入が遅れてい

るものになります。以上です。 

 

伊場勇委員 品番の誤りというのは誰のミスなんですか。 

 

奥田総務課課長補佐兼総務係長 契約を受注した会社と納品メーカーとの間で

の品番の誤りがあったとお伺いしております。以上です。 

 

伊場勇委員 ではそれについて、使用する面で何か不都合があるとか、そうい

うところはあるんですか。 

 

奥田総務課課長補佐兼総務係長 現時点でこちらのほうで障害等は発生してお

りません。 

 

伊場勇委員 では、その部品はいつ届くんですか。 

 

奥田総務課課長補佐兼総務係長 現時点では明確な回答を頂いておりませんが、

令和４年５月末を予定としております。以上です。 

 

笹木慶之委員 ２８ページの防災監視カメラ等の設置委託料のことについてお

尋ねします。大変早い対応ということで、それは評価するんですが、そ

の中で簡易水位計が厚狭川と松ヶ瀬と糸根川というふうに言われました

よね。２か所に県が設置すると。これはほかとの関係はどうなんですか。

ほかには簡易水位計というのは付いていないわけですか。 

 

境田総務課危機管理室長 松ヶ瀬と糸根川の２か所については、現状では水位

計は付いておりません。その他の河川カメラを設置する場所につきまし

ては、現在、県が既に水位計を設置されておりますので、この２か所に

ついて、現状付いていないという状況になっておりました。こちらの２

件については、山口県が今後設置する予定となっております。以上です。 
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笹木慶之委員 厚狭川の加藤のところに水位計があるんじゃないですかね。 

 

境田総務課危機管理室長 加藤の厚狭大橋にも水位計を設置しております。そ

れとは別に厚狭川の松ヶ瀬にも設置する予定としております。 

 

笹木慶之委員 大正川の水位計はどこに付いているんですか。 

 

境田総務課危機管理室長 大正川の水位計ですけども、石丸橋というところに

橋がありますけども、こちらの北側の橋脚に取り付けてあります。 

 

伊場勇委員 消火栓についてです。数が減ったということなんですが、その理

由は何ですか。計画どおりいかなかったんでしょうか。 

 

橋本消防課長 消火栓について、今年度当初は１８基計画しておったんですけ

ども、水道局の工事の関係上、２基ほど水道工事の改修ができないとい

うことで、２基分ほど消火栓の改修を取りやめております。以上です。 

 

長谷川知司分科会長 ほかにありませんか。（「なし」と呼ぶ者あり）では、

私から一つ。ＰＣＢの処理ですが、蛍光灯の安定器を無事処理されたと

言われました。この処理場所はどこか分かれば教えてください。今すぐ

分からなければ、またでいいですので、後で教えてください。 

 

田尾総務課長 お調べして、後ほど御回答させていただきます。 

 

長谷川知司分科会長 ほかにありませんか。（「なし」と呼ぶ者あり）では、

審査番号②について、これで質疑を終わります。どうもお疲れ様でした。

５分程度の休憩をもって、また再開します。 

 

午前１１時１８分 休憩 
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午前１１時２５分 再開 

 

長谷川知司分科会長 では休憩を解きまして、総務文教分科会を再開します。 

 

田尾総務課長 先ほど御質疑いただきましたＰＣＢの処分場所ですが、北九州

市です。 

 

長谷川知司分科会長 はい、分かりました。そのことについてはいいですね。

（「はい」と呼ぶ者あり）では、次に行きます。審査番号③、情報管理

課と企画課の説明を求めます。 

 

山根企画部次長兼情報管理課長 それでは、補正予算書２３ページをお願いし

ます。情報管理課から、２款１項４目情報管理費１，６６３万９，０００

円の減額補正について説明します。補正前２億２，１８０万７，０００

円に対し、補正後は２億５１６万８，０００円となります。１２節委託

料１，４１２万４，０００円の減額は、まず、システム改修委託料です

が、ウイルス対策ソフトウェアのサポート終了に伴い、ソフトウェアの

バージョンアップ作業の委託を予定しておりましたが、作業手順を確認

したところ、軽微な作業内容であったため、職員にて対応しましたので、

不用となった９３万円を減額するものです。続きまして２６ページをお

願いします。工事委託料１，０７８万８，０００円の減額ですが、２件

あります。１件目は、国道１９０号線日の出地区の電線地中化に伴い、

国が構築する共同溝へ市イントラネット光ケーブルの入線において、共

同溝に接続する連携管工事が令和４年度以降に延伸となったため、不用

となった９９８万８，０００円を減額するものです。２件目は、本庁舎

耐震改修に伴い整備した新情報システム室へ引き込む通信回線の移設に

おいて、不用となった８０万円を減額するものです。次に、電算機設置

委託料ですが、新情報システム室へ情報システム等の移設において、委

託内容を精査し、不用となった２４０万６，０００円を減額するもので
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す。１３節使用料及び賃借料、機械器具借上料２５１万５，０００円の

減額ですが、イントラネット通信機器の更新において、仕様確定作業な

どに時間を要し、スケジュール変更を行ったため、不用となったリース

料２５１万５，０００円を減額するものです。説明は以上です。 

 

和西企画部次長兼企画課長 それでは、ＬＡＢＶアドバイザー業務に係る補正

予算につきまして、補正予算書を基に御説明します。予算書の７ページ

をお開きください。２款総務費、１項総務管理費、ＬＡＢＶアドバイザ

リー業務１，７６０万円のところです。第２表繰越明許費補正について

御説明します。ＬＡＢＶアドバイザリー業務につきまして、予算額

１，７６０万円全額を令和４年度に繰り越しします。当該事業は、商工

センター跡地を利活用したＬＡＢＶ手法による施設再整備に向け、

ＰＰＰ／ＰＦＩ事業における専門的知識及び事業実績を有する民間事業

者から有用なアドバイスを頂くものです。令和２年度、３年度の２か年

度にわたる事業であり、最終年度となる令和３年度について、共同事業

体の設立までを支援業務としていたところですが、共同事業体の設立時

期が次年度となることから、予算の繰り越しを要するものです。共同事

業体の設立時期が次年度となる理由について御説明します。契約当初、

令和３年度は、６月にＬＡＢＶ共同事業体に参加する事業パートナーの

募集を開始し、１１月上旬に選定した後、１２月議会で御審議いただき、

可決いただくことを前提ではありますが、年明けに共同事業体を設立し、

３月末の業務完了としていました。募集につきましては、当初の予定ど

おり６月から開始しましたが、選定委員会において、国内初のプロジェ

クトということで、周知とともに事業内容を民間事業者の皆様に御理解

いただくため、募集期間をしっかり設ける必要があるということになり、

期限を１１月３０日までに変更しました。また、同じく選定委員会の中

で、審査方法を従来のプロポーザル審査とは違った加点審査としました。

加点審査では、要求水準書を満たした上で、さらにどの程度評価点を上

乗せできる提案内容になっているかを評価するものです。本審査当日の

審議を円滑に進めるためにも、１１月３０日に提案書が提出され、市に
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おいて要求水準の到達・未達の基礎審査を行った後、委員の皆様には、

提案書を読み込んでいただくとともに、質問事項や加点評価のポイント

を事前にしっかり整理していただく期間を設ける必要がありました。こ

れら本審査までの一連の業務に時間を要したことから、最終的な選定が

１月となりました。これにより、出資に係る議案の上程が３月議会とな

り、以後の共同開発協定の締結、共同事業体の設立が４月以降にずれ込

む見通しとなりました。繰越明許費補正の説明は以上です。御審査のほ

ど、よろしくお願いします。 

 

長谷川知司分科会長 執行部の説明が終わりました。委員の皆様の質疑をお受

けします。私からちょっとお聞きします。今の７ページなんですが、ア

ドバイザリー業務を全部繰越しということなんですが、部分払いとかは

別に請求されなかったですか。そういうことはなかったですか。 

 

和西企画部次長兼企画課長 そのようなことはありませんでした。 

 

宮本政志副分科会長 ２６ページの工事委託料が令和４年度以降になりました

というふうな説明が先ほどあったんですけど、これは具体的には今後の

予定はある程度見えているんでしょうか。 

 

山根企画部次長兼情報管理課長 これは国の事業でして、日の出地区の電線地

中化に伴う工事ですが、当初は令和３年度に共同溝に接続する連携管の

工事完了という情報を得て、予算要求したところなんですが、実際には

最新の情報では来年１１月から設計を開始するという情報が入ってきて

いる状況でして、（発言する者あり）―すみません、来年度ですから、

今年の１１月です。（「予定はあるんですね」と呼ぶ者あり）はい、そ

れ以上の情報が今のところありませんので、今の予定でしたら令和４年

度に予算要求しまして、この工事を実施する予定にしております。 

 

長谷川知司分科会長 ほかにはありませんか。(「なし」と呼ぶ者あり)ないよ
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うでしたら、これで審査番号③の審査を終わります。どうもお疲れ様で

した。ここで５分程度の休憩をします。 

 

午前１１時３４分 休憩 

 

午前１１時３９分 再開 

 

長谷川知司分科会長 では、休憩を解きまして、総務文教分科会を再開します。

審査番号④、シティセールス課、地域活性化室から説明をお願いします。 

 

杉山シティセールス課長 この度の補正内容は３件あります。まず一つ目は、

サポート寄附、いわゆる「ふるさと納税」に関する減額補正です。補正

予算書の１７ページ、１８ページをお開きください。サポート寄附の令

和３年度当初予算額は、前年度実績１億６，４６８万６，２００円の約

１．６倍となる２億６，０００万円を見込んでいましたが、今年度決算

額が予算額を下回る見込みとなったことから、歳入予算及び返礼品の調

達や送付に係る経費等を減額補正するものです。サポート寄附の実績に

つきましては、配付資料①の１枚目「令和３年度サポート寄附（ふるさ

と納税）月別実績」を御覧ください。こちらは、１月末時点における今

年度の月ごとのサポート寄附実績をまとめたもので、左側の表は今年度

の実績、右側の表は令和２年度の実績です。１月末時点の実績の合計金

額は、一番下のところで、前年度比約７０％となっており、寄附件数

４，８９４件、寄附金額１億１，２３５万８，０００円となりました。

昨年度に比較して減額となった要因としましては、配付資料①の３枚目

「ふるさと納税返礼品人気ＴＯＰ１０、令和元年度から令和３年度まで」

を御覧ください。下段の金額ＴＯＰ１０で、３年連続で本市の返礼品受

入金額第１位である「おせち料理３段重―宴（寄附額５万円）」の注

文数が、上段の注文数ＴＯＰ１０で、昨年度１位１，３９２件から今年

度２位４１６件と、３分の１以下まで大きく減り、これに伴って受入金

額も昨年度６，９６０万円から今年度２，０８０万円、差額にして
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４，８８０万円と大幅な減少になりました。これは、これまでおせち料

理を返礼品としていなかった多くの自治体が、今年度からおせち料理の

返礼品を用意し、自治体間競争が激化したことが要因の一つと考えてお

ります。では、補正予算書の１７ページ、１８ページにお戻りください。

歳入につきましては、１８款寄附金、１項寄附金、１目一般寄附金、２節

ふるさと寄附金におきまして、当初予算額２億６，０００万円に対し、

今年度の決算額を１億３，０００万円と見込みまして、差額分の１億

３，０００万円を減額します。続きまして、歳出につきましては、補正

予算書の２５ページ、２６ページをお開きください。２款総務費、１項

総務管理費、１０目地域振興費を合計１億９，４２３万８，０００円減

額します。内訳としまして、７節報償費におきましては、サポート寄附

をされた方に対する返礼品代及び送料として報償金４，４７２万円を、

１１節役務費におきましては、返礼品を掲載するポータルサイト利用の

ための手数料及び決済手数料として手数料１，２３６万８，０００円を、

１２節委託料におきましては、返礼品の受発注業務や寄附額増加に貢献

する返礼品開発等を事業者に委託する費用としてサポート寄附業務委託

料７１５万円を、それぞれ減額します。続けて、２７ページ、２８ペー

ジをお開きください。２４節積立金につきましては、歳入の１８款１項

１目２節ふるさと寄附金１億３，０００万円の減額補正に伴い、ふるさ

と支援基金に積み立てる金額も、これに合わせて１億３，０００万円減

額します。続きまして、補正内容の２件目です。２７ページ、２８ペー

ジ、２款総務費、１項総務管理費、１０目地域振興費、１８節負担金、

補助及び交付金、スタジオ・スマイル補助金を６１５万３，０００円減

額します。ハロウィンイベントの実施については、官民一体となったハ

ロウィンイベント実行委員会「スタジオ・スマイル」が行っており、市

からスタジオ・スマイル補助金を支出しましたが、事業実施の結果、不

用となった事業費に相当する市からの補助金を減額するものです。ハロ

ウィンイベントは、市のイメージカラー「オレンジ」との親和性が高く、

若者に人気のハロウィンに着目し、令和元年度から「スマイルハロウィ

ンさんようおのだ」と名付けてスタートした、若者をターゲットにし、
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若者によって本市の魅力をＰＲするイベントで、本市の認知度の向上や

交流人口の増加、観光・交流の風土づくりを狙うものです。令和３年度

においては、新型コロナウイルス感染症の影響がある中で、どのように

展開していくことができるのか、スタジオ・スマイルで実施内容を協議

してまいりました。年度当初、スマイル・ハロウィンパーティーについ

ては、初年度よりは規模を縮小して開催する予定で準備を進めていまし

たが、新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、開催直前の９月

上旬に中止を判断しました。一方で、１０月の１か月間を「オレンジ月

間」と名付け、期間中には、映像作品の上映などで市の魅力を広くＰＲ

するとともに、「スマイル・オレンジフェア」を実施し、参加事業所に

よるサービスの提供やディスプレイコンテスト、フォトコンテスト、デ

ジタルスタンプラリーを開催しました。ハロウィンイベント実行委員会

「スタジオ・スマイル」の決算状況について、配付資料②の２枚目を御

覧ください。まず、支出内容につきましては、補助対象経費のうち、項

目１のスマイル・ハロウィンパーティー部会事業費の決算額は、ステー

ジイベント出演者へのキャンセル料等の支払いで１２万円、項目２の映

像作品等制作部会事業費の決算額は、市内保育園や幼稚園での踊り「さ

んハロへＧＯ！」の撮影及び編集動画の制作や「集まれ！夢人」の動画

制作等の支払で２０８万４，２６６円、項目３のオレンジ月間部会事業

費の決算額は、デジタルスタンプラリー「オレンジモンスターを探せ！」

のアプリ開発や、のぼり旗購入等の支払で７７万２，７４０円、項目４

の広報戦略部会事業費の決算額は、ＰＲポスターの制作やオリジナルラ

ジオ番組の放映料等の支払で８１万３，０４０円、項目５の事務費は支

出がなく、合計で３７９万４６円の支出となりました。次に、対象外経

費のうち、項目７の事業費の決算額は、ディスプレイコンテストの景品

やチラシの再印刷等の支払で２０万１，８７０円、項目８の事務費の決

算額は、振込手数料等の支払で１万５，７００円、合計で２１万

７，５７０円の支出となります。よって、スタジオ・スマイル全体とし

ての支出の決算額は、４００万７，６１６円となりました。配付資料②

の１枚目、収入の部を御覧ください。収入内容につきましては、市から
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支出したスタジオ・スマイル補助金１，０００万円、山陽小野田観光協

会からの補助金１０万円、協賛金・広告料２万３，０００円、繰越金３万

７，９１３円、雑収入１０円を合わせて、収入の決算額は、１，０１６万

９２３円となりました。この結果、収入額１，０１６万９２３円から支

出額４００万７，６１６円の差額となる６１５万３，３０７円をスタジ

オ・スマイルから市へ戻入し、戻入後、市の歳出予算「スタジオ・スマ

イル補助金」の決算額は、３８４万６，６９３円となります。よって、

当初予算額１，０００万円から６１５万３，０００円を減額し、決算額

に合わせるよう補正するものです。続きまして、補正内容の３件目です。

補正予算書の５３ページ、５４ページをお開きください。７款商工費、

１項商工費、４目観光宣伝費、１８節負担金、補助及び交付金において、

山口県央連携都市圏域事業負担金を１，０９４万２，０００円減額しま

す。こちらは、令和３年度に圏域を構成する７市町全体を会場に見立て

て開催した山口ゆめ回廊博覧会のうち、本市が主体となって市内で実施

するイベントについて、山口ゆめ回廊博覧会山陽小野田市主体事業実行

委員会を組織し、市から負担金を支出しましたが、事業実施の結果、不

用となった事業費に相当する市からの負担金を減額するものです。令和

３年度の山口ゆめ回廊博覧会のうち、山陽小野田市主体事業としまして

は、令和３年７月１日から１２月３１日までの期間に五つの事業を計画

し、実施しました。事業の内容及び支出状況につきましては、配付資料

③「令和３年度山口ゆめ回廊博覧会山陽小野田市主体事業実行委員会収

支決算について」の２ページ、支出の部を御覧ください。主会場・エリ

ア事業は、市内１０か所にガラス作品のミニギャラリーとスタンプラリ

ーポイントを設け、作品を鑑賞しながらオリジナルスタンプを集めても

らう周遊型イベントであるガラスアートフェスｉｎ山陽小野田で、決算

額は９万９，７９６円です。続いて、リーディング事業は、日本ガラス

工芸協会主催の「日本のガラス展」巡回展を１０月１０日から１２月２０日

までの期間において不二輸送機ホールで、中四国地方で初めて開催し、

決算額は４２０万６，７９８円になりました。続いて、ゆめ散歩造成事

業は、ガラス作品作り＆ティータイムなど、本市の観光資源であるガラ
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ス、かるた、竜王山、木戸刈屋道、お寺、書道を活用して６種類の体験

イベントを計１６回催行しました。決算額は合計で８６万４，６８６円

です。続いて、３ページの地域資源活用事業は、ソル・ポニエンテでフ

ラダンスやシャボン玉ショー、ソプラノ及びヴァイオリン演奏を楽しみ

ながら、特徴的な場所を舞台とする特別感の高い食イベントを計２日開

催し、決算額は１４万２，９５０円になりました。続いて、公式ガイド

ブッククーポン事業は、山口ゆめ回廊博覧会の７市町公式ガイドブック

の発売に当たって、クーポン券を購入特典とし、対象店舗が利用者にク

ーポン券で割引を行った金額を補塡するものであり、決算額は３，５００円

となりました。共通事務費は、のぼり旗の設置に係る経費や市独自パン

フレットの作成費用等で、決算額は１０４万３，２２０円となり、以上

の結果、市主体事業実行委員会の支出の決算額は、合計で６３６万９５０円

となりました。この度の市主体事業実行委員会における不用額の主な理

由としましては、「日本のガラス展」のガラス作品の運搬・設置を複数

業者でなく、一括して業者に発注できるようになったことによる費用の

減額、次に、公式ガイドブッククーポン事業において、想定していたほ

どの利用がなかったことが挙げられます。このクーポン券事業について

は、クーポン券の割引額が１００円と低額であり、魅力的でなかったこ

とが低利用の理由ではないかと考えています。加えて、デルタ株感染拡

大防止集中対策強化期間となった８月２７日から９月２６日までの間に

開催を予定していたイベントが中止となったことも不用額が生じた一因

です。この支出額に対し、収入状況につきましては、配付資料１枚目の

収入の部を御覧ください。市から支出した山口県央連携都市圏域事業負

担金１，６５２万９，０００円、「日本のガラス展」入場料４３万

２，９００円、各種イベント参加料３２万４，４２０円、販売手数料１万

７，２００円、預金利息２７円を合わせて、合計１，７３０万３，５４７円

となりました。結果、収入額１，７３０万３，５４７円と支出額６３６万

９５０円の差額となる１，０９４万２，５９７円を山陽小野田市主体事

業実行委員会から市へ戻入し、戻入後の市の歳出予算「山口県央連携都

市圏域事業負担金」の決算額は５５８万６，４０３円となります。よっ
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て、当初予算額１，６５２万９，０００円から１，０９４万２，０００円

を減額し、決算額に合わせるよう補正するものです。説明は以上です。

御審査のほど、よろしくお願いします。 

 

河田地域活性化室主任 それでは地域活性化室から、この度の補正につきまし

て説明します。この度の補正は、決算を見込み、不用額が生じる見込み

となりました予算につきまして、減額するものです。補正予算書の２５、

２６ページをお開きください。歳出の２款１項１０目地域振興費におき

ましては、地域おこし協力隊の活動に要する経費及び地域おこし協力隊

の募集・ＰＲに要する経費に係る予算を減額しております。地域おこし

協力隊におきましては、当初予算で２名の協力隊員の活動経費を計上し

ておりましたが、令和３年度の募集期間が令和３年１２月１０日をもっ

て終了したことに伴いまして、今年度の着任の見込みがなくなりました。

このため、その活動に要する経費として計上しておりました予算を減額

しております。内訳としまして、地域おこし協力隊の人件費につきまし

ては、１節報酬の会計年度任用職員報酬を３２９万８，０００円、３節

職員手当等の期末手当を７１万５，０００円、４節共済費の社会保険料

を６３万円、それぞれ減額しております。８節旅費におきましては、

補正額５０万４，０００円の減額のうち、協力隊の研修等参加旅費１２万

６，０００円を減額しております。次に１０節需用費におきましては、

協力隊の活動に係る消耗品費や燃料費を３４万３，０００円、１１節役

務費におきまして、通信運搬費を２２万円、活動用公用車の保険料を１万

６，０００円、１２節委託料におきましては、地域協力活動支援業務委

託料を１２０万円、１３節使用料及び賃借料におきましては、協力隊が

研修等に参加する際の有料道路の通行料を２万３，０００円、活動用公

用車に係る機械器具借上料を２４万４，０００円、協力隊の宿舎となる

建物借上料を６０万円、１８節負担金、補助及び交付金におきまして、

諸会議負担金を２万円、それぞれ減額しております。また、地域おこし

協力隊の募集・ＰＲ経費につきましては、大都市圏での募集イベントに

係る経費を計上しておりましたが、コロナ禍により、募集イベントが中
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止となり、一部はオンラインでの開催に変更となりましたので、計上し

ておりました協力隊の募集・ＰＲ経費に係る予算を減額しております。

内訳としまして、８節旅費におきまして、募集イベントへの参加旅費を

３７万８，０００円、１８節負担金、補助及び交付金におきまして、募

集ブース設置負担金１０万円をそれぞれ減額しております。次に、２９、

３０ページをお開きください。中段の２款１項２８目厚狭地区複合施設

費におきましては、施設の設備管理に係る予算につきまして、決算を見

込み、不用額を生じる見込みとなりました予算を減額しております。１

２節委託料におきましては、入札に係る落札減による不用額が生じたた

め、警備委託料を２２８万６，０００円、清掃委託料を１００万円、そ

れぞれ減額しております。１７節備品購入費におきましては、保健セン

ターの空調機器の更新事業が完了し、事業費が確定したことに伴いまし

て、１，６０４万円を減額しております。この、保健センター空調機器

更新事業の財源としましては、市債を充当しております。おそれ入りま

すが、１９、２０ページをお開きください。歳入になります下段の２２款

１項１目総務債、１節総務管理債におきまして、保健センター整備事業

債を１，２１０万円減額しております。説明は以上です。御審査のほど、

よろしくお願いします。 

 

長谷川知司分科会長 執行部からの説明が終わりました。委員の皆様の質疑を

受け付けます。 

 

笹木慶之委員 サポート寄附のことなんですが、詳細な数値が示されて説明が

十分にあったと思いますが、結果的にはかなり減っておるということで、

大きな返礼品が他市と競合してということを言われました。それはそれ

としてやむを得ないことなんですが、やはりこのふるさと納税を持続的

に維持していくという形の中で、今後のスタンスというか、それに代わ

るべきものの開発をどのようにしておられるのか。現状をちょっと教え

てください。 
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杉山シティセールス課長 今年度大幅な減額となっておりまして、このことは

受託業者であるＪＴＢとも当然共有し、毎月こちらに来る便があれば、

そのときに会議をし、そうでなければＺｏｏｍで協議を重ねているとこ

ろです。その協議の内容としましては、一つ目は、令和３年度にふるさ

と納税のポータルサイトであるＡＮＡを増やしております。ですので、

効果的なサイトがあれば更に増やしていきたいと考えていますので、令

和４年度に向けて、ポータルサイトを一つ増やすように準備をしており

ます。またそのほかは、返礼品のおせちが、大変厳しい競合にさらされ

ているということで、おせち以外でいわゆるドル箱的な、皆さんに魅力

的なものとなると、お得感がある、何キロのベーコンだったり何キログ

ラムのお肉とかお魚とかだったりするので、そういったところで現在年

度途中から今出ているのがベーコン３キログラム、お得とかおまとめと

かというお得感のある返礼品と、あと定期便として２か月ごとに、例え

ばお米を届けるといったものを開発しているところです。また、今まで

その掘り起こしができていなくて、新たな返礼品の内容としては、例え

ば、病院の人間ドック等も、市外に出ている子供さんが残っている親御

さんにプレゼントとしてふるさと納税することができるという話も聞き

ましたので、市内の病院を当たってもらっているところです。ちょっと

コロナ禍なので、なかなか事業者がこちらに来ようとすると、どちらか

にまん延防止が出たとかありますが、ちょっと急ぎますので、また、３

月にも事業者にこちらに訪問していただいて、直接事業者を回りながら

今申し上げた新たな返礼品でお得なもの、定期的なもの、これまでと違

う目線で返礼品にできないかといったものを出していけるように、業者

と引き続き協議をしていきたいと思っています。以上です。 

 

笹木慶之委員 私もいろんな形で御提案させていただいているものがあります

が、今おっしゃった、ふるさとの御両親に市外に出ている方から返礼品

として、いわゆる親孝行サポートというようなものも、いろいろメニュ

ーがあるようです。調べてみますと、よその市町もいろいろと工夫して

やっているわけで、やはりこのように返礼品の品物が激化するというこ
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とは当然考えられますので、いろんな形でしっかり検討しながらメニュ

ーを増やしていくことが必要じゃないかなと思います。それを申し上げ

ておきたいと思います。もう１点は、楽天、ふるさとチョイス、ふるな

びと三つのサイトがありますね。この中で、ふるなびの取扱いが一番減

っていると思うんですよ。これはどう思われますか、この辺りの考え方

は。楽天、ふるさとチョイス、ふるなびという分類がありますよね、別

紙２の中で。これはやっぱりこのまま持続していかないといけないんで

しょうか。 

 

道元シティセールス課主査兼定住促進係長 ふるなびは令和２年度から新たに

開設をしましたポータルサイトとなっております。開設初年度は、最初

にふるなびでキャンペーン等を行っていただきまして、露出が非常に増

えていたということで初年度に非常に伸びたポータルサイトでした。今

年度につきましては、通常運転といいますか通常どおり、キャンペーン

なしで行ったところで、この数字、この件数、この金額に落ち着いたと

いうところになります。この金額、件数というのを、また来年度以降も

持続して、引き続き寄附額の増加に向けて取り組んでいきたいと思って

おります。ふるなびにつきましては、ポータルサイトの中でも楽天、ふ

るさとチョイス、さとふるに続いて業界第４位という非常に大きなポー

タルサイトですので、引き続き取り組んでいきたいと思っております。 

 

笹木慶之委員 取り組んでいくということはいいんですが、何かやっぱり市の

ほうから意向というか、いろんな意見を申し上げるという筋合いじゃな

いと、このままではいけないんではないかと思うんですけど、どうでし

ょうか。そういうことになりませんか。 

 

道元シティセールス課主査兼定住促進係長 今、事業者委託をしているＪＴＢ

とも連携しまして、どうにかしてふるなびとか、そのほかのポータルサ

イトも寄附額を増やしていきたいというところで協議を進めていきたい

なと思っております。 
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伊場勇委員 そのふるさと納税についてなんですけども、いろいろ商品が増え

まして、いろんな種類が出ていますが、市外のいろんな自治体も相当な

量が出ているじゃないですか。その中に埋もれているから今の数字があ

ると思うんですけれども、今、市で出している商品のマネージメントと

かブランディングとか付加価値を付けるとか生産者の顔を見せるとか動

画を追加するとか、そういったことというのはシティセールス課が考え

ることなんですか。例えば、ＪＴＢが一緒になって考えてくれて、作成

までとかアドバイスまでしてくれるとか、何かそういうところがないか

ら今の数字があるのかなと思うんですけど、その辺はどういうふうに進

めるんですか。 

 

道元シティセールス課主査兼定住促進係長 先ほど申しましたとおりＪＴＢと

連携をしまして、そういった動画とか商品の見せ方、どういった形で寄

附者の心に刺さるのか、そういった文章とかもＪＴＢと連携しまして取

り組んでいるところです。楽天のポータルサイトには、動画が今公開さ

れております。ここではガラスの作品であるとか、イカとかも紹介して

おりますので、また引き続きＪＴＢと連携しまして取り組んでいきたい

と思っております。 

 

岡山明委員 ふるさと納税で、楽天、ふるなび、ふるさとチョイス、ＡＮＡと

あって、ポータルサイトが結構増えてくるという中で、１ページを見る

と、寄附件数と金額を割ってみると結構較差があるんですよね、月によ

って。その辺の返礼品に対する金額の最高額とか、その辺は何か制限と

かあるんですかね。私はちょっと分からないんですけど、件数と金額で

割ると２万４，０００円から１万５，０００円とか結構波があるもんで

すから、その辺はどうなのかなと思っています。返礼品に負担が掛かっ

ているかどうかなと。金額的に最高額とか何か決められているのかどう

かをお聞きします。 
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道元シティセールス課主査兼定住促進係長 先ほど御指摘ありました波がある

というところなんですけども、寄附額の設定額を市のほうで設定しまし

て、一番安くて５，０００円コース、それから１万円、２万円、３万円

と順次１万円ずつ上がっていくようにしておりまして、最高で今現在６０万円

というのもあります。１１月、１２月というのは高額の返礼品であるお

せちに５万円のコースとか６万円のコースがありますので、非常に寄附

単価が高いというところで、１１月、１２月は返礼品が高かったのかな

と思っております。 

 

岡山明委員 そういうことで限度額は大体決められていると。今５，０００円

からスタートして６０万円という状況の中で、５，０００円と６０万円

で、最高額、比率でいくと一緒ということでいいですかね。 

 

道元シティセールス課主査兼定住促進係長 おっしゃるとおりです。１万円の

コースであればその返礼品に調達する価格はその３割ということで

３，０００円の商品、２万円であれば６，０００円という形で必ず３割

以内に収めるようにしております。以上です。 

 

宮本政志副分科会長 ３０ページ、先ほど厚狭地区複合施設の機械器具費で、

保健センターの空調設備の減額で１，６００万円と言われたんですか。

それをちょっともう１回確認します。 

 

篠原山陽総合事務所長 もう１回説明を……（「いやいや」と呼ぶ者あり）申

し上げればよろしいですか。（「今、合っていますか、私の」と呼ぶ者

あり）保健センターの空調機器の更新による減額ということです。 

 

宮本政志副分科会長 １，６００万円の減となると結構大きく見えるんですけ

ど、ちょっとどういうものなのか内容をお聞きしていいですか。 

 

篠原山陽総合事務所長 この保健センターの空調設備の更新につきましては、
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当初予算では２，８００万６，０００円の予算額を設定しておりました。

設備の全体を点検といいますか検査する中で、室外機、それから室内機

の交換で十分性能は維持できると。だから、建物内の配管等は従来のも

のを使っての交換ということで、いわゆる備品購入費ということになっ

ていますので、室外機、室外機の備品を購入して交換をしたということ

で、結果、入札減での減額となりました。 

 

伊場勇委員 スマイル・ハロウィンパーティーのことについてお聞きします。

規模を縮小して行われまして不用額がたくさん出ておりますが、使われ

た中で、映像作品の作成費用で２００万円出ております。今、この成果

物については、どのようにして、今後、何か使い道とかがあるのかお聞

きします。 

 

原田シティセールス課主幹 これにつきましては、現在、スタジオスマイルの

ユーチューブチャンネルのほうで随時公開をしておりまして、いつでも

見ていただけるような環境を整えております。 

 

岡山明委員 山口ゆめ回廊博覧会、この中で山陽小野田市の独自といったらお

かしいんですけど、一番最後のページに、レストランで地域資源活用事

業という、レストランのソル・ポニエンテですかね、そこで事業をやっ

ているんですけど、これ、意外ともう少し出ているかなと思ったら出て

いないと。これ、結構テレビでも放映されて、参加された方にちょっと

お話を聞いたときに、やっぱり良かったと。そういう状況で、今回そう

いう時期的にこういう状況ですからなかなか厳しい状況があるんですけ

ど、そういう意味で、こういう形である程度少人数であるんでしょうけ

ど、今後コロナ禍であろうと、体制はしっかり進めていただきたいと私

は思っているんです。そういう意味で、回数を増やすという、人数は一

遍で掌握できませんでしょうけど、そういう少人数での回数を増やすと

いう、こういう形を変えるという考え方はどうですかね。 
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杉山シティセールス課長 おっしゃられるとおり、コロナ禍ですので、余り大

きなものを企画しても、せっかく御協力いただいて準備したものができ

なくなりますので、このコロナの状況が続く中では、これに限らず、余

り人数を多くしないイベントを、地域資源を活用しながらやっていきた

いと思っております。 

 

岡山明委員 では、事業の継続はすると。こういう状況の中で、少人数の形で

回数を増やすということも今後考えられるということでいいですかね、

そういう解釈で。 

 

杉山シティセールス課長 はい。令和４年度になりますが、この度地域資源活

用の食の事業は二つありまして、この妙徳寺でフレンチというほうは、

コロナでできませんでしたので、できなかった場所について、令和４年

度できないかということを考えておりますし、その前のほうの竜王山の

ネイチャーツアーとかも五、六人と少人数ですけれども、参加された方

には好評でしたので、そういった人数で可能な限り継続実施をしていき

たいと思っております。 

 

笹木慶之委員 ２５ページ、２６ページのところで、地域おこし協力隊のこと

です。今年度も２名予定しておったが、結果的には申込みがなかったと

いうことで、これは補正予算で来年のことを聞いちゃいけんかもしれま

せんが、現状としてどのようにお考えでしょうか、この取組を。このま

ま継続していくのか、あるいは何か方策を変えていくのか。何か手を打

たないと、他市町においては、そうそんなに空振りがないような形が見

えるんですが、どうなんでしょうか。 

 

篠原山陽総合事務所 委員御指摘のとおりで、この地域おこし協力隊の実績と

いたしましては、令和２年の２月に一旦着任という実績はありますけど、

半年後に退任という結果が一つあります。それ以降も引き続き募集を続

けてはいるんですけど、問合せは何件か、といっても本当に片手ぐらい
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の件数ですけど、あるにはありますが、なかなか実際に応募していただ

いて、面接して採用して着任というところまでには至っておりません。

今年度から始めましたお試し地域おこし協力隊の事業につきましても、

まだなかなか具体的に何をするというメニューをお示しできていないと

いうところがありますので、令和４年度以降につきましては、その辺り

もしっかり検討いただけるように、ホームページとかで、例えば日程を

お示ししたりして、そのお試しでまず協力隊というのはこのようなもの

だ、その地域はこのようなものだと実感していただいた後に、応募して

着任という流れにつながるように、今取り組もうとしております。 

 

 

長谷川知司分科会長 ほかいいですか。(「はい」と呼ぶ者あり)私から一言。

シティセールス課から大変詳しい資料をありがとうございました。ゆめ

回廊について、参加者の数、市内と市外を分けた数があると、もっと良

かったと思います。今後、そういうようにお願いします。では、以上で

終わっていいですか。(「はい」と呼ぶ者あり)では、審査番号④を終わ

らせていただきます。どうもお疲れ様でした。午後は１時半からにしま

しょう。これで休憩します。 

 

午後０時２１分 休憩 

 

午後１時３０分 再開 

 

長谷川知司分科会長 では休憩を解きまして、総務文教分科会を再開いたしま

す。審査番号⑤、選挙管理委員会、大学推進室から説明をお願いします。 

 

亀田選挙管理委員会事務局長 それでは、選挙管理委員会関係について御説明

します。今回の補正は、選挙が終了し、歳入と歳出が確定したものにつ

いて、実績額に応じた所要の減額を行うものです。予算書の３３ページ

をお開きください。まず、２款４項５目市長選挙費は、無投票であった
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ため、１，９６７万６，０００円を減額し、２４８万８，０００円とす

るものです。次に、３５、３６ページを御覧ください。６目市議会議員

選挙費は、予定候補者数３０名を想定しておりましたが、２３名の立候

補であったため、２，０５９万４，０００円を減額し、３，８３４万円

とするものです。なお、参議院補欠選挙、衆議院総選挙、県知事選挙に

ついては、国及び県からの最終交付額が決定していないことから、今回

補正として計上することができませんでした。以上、御審議のほどよろ

しくお願いします。 

 

大谷大学推進室長 それでは、議案第１号令和３年度山陽小野田市一般会計補

正予算（第１７回）に係る大学費関係分につきまして御説明します。補

正予算書３７ページ、３８ページをお開きください。２款総務費、７項

大学費、１目大学費につきまして、１２節委託料の発注支援委託料を

２５０万円減額し、補正前の額１７億４，８２６万５，０００円を補正

後の額１７億４，５７６万５，０００円とするものです。２５０万円の

減額の内容につきまして御説明します。山口東京理科大学薬学部増築工

事は、平成３０年４月の薬学部設置に伴い、平成２７年度に設計に着手、

平成２８年度から着工し、これまで薬学部校舎等の施設整備を年次的に

進めてまいりました。令和３年度は最後の整備となります運動場とテニ

スコートの工事を開始する予定としておりましたので、工事発注に必要

となります設計図書の作成について業務委託を行うため、発注支援委託

料２５０万円を予算措置しておりました。しかし、昨年１１月１２日に

開かれました総合計画審査特別委員会総務文教分科会におきまして御説

明させていただきましたとおり、昨年７月中旬に運動場の整備方法等に

つきまして大学と協議を行った際、大学において令和６年４月に薬学部

に大学院を設置する計画があり、文部科学省への設置手続を円滑に進め

るためには、手続を開始する令和４年度末までに運動場の整備を終えて

おくことが重要であるとの結論となりました。このため、市の整備計画

では令和７年度中の完成となることから、整備方法を見直し、運動場の

設置場所を変更するとともに、整備は市ではなく大学において実施して
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いただくことになりました。これにより、市において発注支援委託料を

支出することがなくなりましたので、予算措置額の２５０万円全額を減

額するものです。当該委託料には特定財源、市債が充てられる予定でし

たので、続いて、歳入につきまして御説明します。補正予算書１９ペー

ジ、２０ページをお開きください。２２款市債、１項市債、１目総務債、

２節大学債の大学整備事業債を１８０万円減額しております。当該市債

は、充当率７５％の学校施設等整備事業債で、先程御説明しました発注

支援委託料に活用することとしておりましたが、発注支援委託料を全額

減額しますので、当該市債につきましても全額減額するものです。以上

で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いします。 

 

長谷川知司分科会長 執行部からの説明が終わりました。委員の皆様の質疑を

受け付けます。 

 

伊場勇委員 選挙管理委員会にお尋ねします。市議会議員選挙のときに、期日

前投票が始まった時期において、入場券が届いていないという方がいら

っしゃったように聞いておりますが、その点については御存じですか。 

 

亀田選挙管理委員会事務局長 入場券が届いていないという方については、経

緯等をお伺いしております。 

 

伊場勇委員 例えば、長期出張の方とか、期日前投票が始まってすぐ投票に行

きたいのにもかかわらず、入場券がないから行かないというようなこと

が実際起こっているように聞いておりまして、市民の方は、入場券がな

いといけないと思われている方も結構いらっしゃるんじゃないかなと思

うんです。そういう方についてどう対応していくのか。そういうお問合

せがあったらどう対応していくのかを教えてください。 

 

亀田選挙管理委員会事務局長 入場券につきましては特に必要ありませんとい

うことで、電話等で問合せいただいた際にはお答えいたしております。
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そのまま受付で、その旨をお伝えいただければと言っております。 

 

伊場勇委員 電話が掛かってくれば、そういうふうにお伝えできるんでしょう

けれども、電話せずに諦められる方もいらっしゃると思うんですよ。な

ので、周知方法もちょっと考えなきゃいけないなというのがまず１点あ

るのと、そもそも入場券を早く送ることはできないんですか。それにつ

いて何か不具合があったから、入場券が遅れたのかなと思うんですけど

も、その辺についてはどうなんですか。 

 

亀田選挙管理委員会事務局長 市議選のときにつきましては、入場券の発送自

体はちょっと今、日にちははっきり覚えていないんですが、立候補届出

の１週間前ぐらいに発送はしております。ただ、その辺りで郵便局と発

送の関係がいろいろとあったようでして、中には立候補の届出を過ぎて

届いたという方もおられるようです。 

 

伊場勇委員 これがもう起こってはいけない事案だと思いますし、入場券がな

くても投票できるということは、発生ベースじゃなくて、こっちから発

信しなきゃいけない情報のようにも思うんですけども、その辺どうお考

えですか。 

 

亀田選挙管理委員会事務局長 今言われるとおり、入場券につきまして、今後、

ちょっと１０月のときにはいろいろと選挙が重なったこともありまして、

十分な対応ができていなかったことにつきましては反省しております。

ですので、今後につきましては、告示日まで、また公示日までにきちっ

と入場券が届くように対応していきたいと思っております。以上です。 

 

岡山明委員 西の浜の期日前投票所が開設されたんですが、そこの部分の増額

は、どこの欄を見れば分かりますか。 

 

亀田選挙管理委員会事務局長 西の浜の期日前投票所を増設したことにつきま
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しては、主に市議会議員選挙のほうの報酬で、ちょっとここには出てい

ないのですけれども、投票の立会人の部分が増加となっております。そ

れは当初予算どおりに執行されたということで、今回の補正予算書には

入っていないです。 

 

長谷川知司分科会長 ほかにございますか。よろしいですか。(「はい」と呼ぶ

者あり)では、これで審査番号⑤の審議を終わります。どうもお疲れ様で

した。５分程度休憩します。 

 

午後１時４０分 休憩 

 

午後１時４６分 再開 

 

長谷川知司分科会長 では休憩を解きまして、総務文教分科会を再開します。

審査番号⑥、学校教育課及び教育総務課の説明をお願いします。 

 

長友学校教育課長 この度の補正予算の要求について御説明します。補正予算

書６１ページから６２ページをお開きください。１０款教育費、２項小

学校費、２目教育振興費、１２節人材派遣委託料５２８万２，０００円

と、下の段の３項中学校費、２目教育振興費、１２節人材派遣委託料

２６４万１，０００円は、いずれもＧＩＧＡスクールサポーター配置業

務に係る委託料の減額となります。本業務は、１人１台端末を導入後、

各学校の実情に応じて効果的に環境の整備や使用方法の検討等の支援が

必要であり、弾力的な運用が可能となるような支援を受ける体制を作る

ことを目的としております。配付資料を御覧ください。ここに示されて

おりますとおり、配置されるＧＩＧＡスクールサポーターの業務は、端

末の導入に係る教員等への支援が主な内容となります。支援の具体につ

きましては、２枚目の資料となるＧＩＧＡスクールサポーター業務例に

まとめてありますので、そちらを御覧ください。年度当初からのＧＩＧＡ

スクールサポーターの配置を予定しておりましたが、効果的な運用がで
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きるよう、端末の運用がスタートして、各学校での課題が見られるよう

になった時期に、業者の選定を実施しました。そのため、委託開始は令

和３年１０月からとなりました。ＧＩＧＡスクールサポーターの配置人

員は２名です。各学校における訪問支援のほかにも、電話対応等による

ヘルプデスクといった、保護者からの問合せにも対応していただいてお

ります。委託期間の短縮により不用額が生じたため、当初予算額から業

務委託料を差し引いた額、小・中学校費を合わせた７９２万３，０００

円を減額しております。小・中学校費の配分は、事業費の総額を学校数

によって案分した金額となります。続きまして、同じく６１、６２ペー

ジを御覧ください。１０款教育費、２項小学校費、２目教育振興費、１

２節工事委託料７４万３，０００円と、下の段の３項中学校費、２目教

育振興費、１２節工事委託料７４万３，０００円は、いずれも埴生小中

学校ＩＣＴ環境整備事業に係る委託料の増額になります。本事業は、埴

生中学校の校舎工事に伴い、埴生小中学校体育館のみ無線ＬＡＮ構築が

未実施でしたが、この度、国から令和３年度補正予算事業として示され

た「学校のＩＣＴを活用した授業環境高度化推進事業」を活用して整備

するものです。国の交付決定が令和４年３月上旬であり、３月末までに

は事業完了には至らないため、全額を令和４年度に繰り越して実施する

予定としております。７ページに詳しい金額をお示ししております。令

和４年度に契約締結後、６月末までに無線ＬＡＮの構築を完了予定とな

っております。つづいて、新型コロナＰＣＲ検査料等補助事業について

です。補正予算書６３、６４ページをお開きください。１０款教育費、

３項中学校費、４目新型コロナウイルス対策費、１２節検査業務委託料

は、市内中学校の生徒及び引率教員が県外における教育活動を実施した

際、宿泊先等で新型コロナウイルス感染者が出た場合、ＰＣＲ検査を実

施し、学校の新型コロナウイルス感染症対策を迅速に実施し感染症の拡

大防止は図るため、令和３年９月補正予算にて増額補正をした事業とな

ります。これまでに検査対象となった者はおらず、今後、令和４年３月

までに、県外における教育活動を実施する予定がないことから不用額を

生じるため、増額補正した全額を減額補正するものです。こちらの財源
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は一般財源のみになります。続きまして、歳入の説明をします。補正予

算書１５、１６ページをお開きください。先ほどのＧＩＧＡスクールサ

ポーター配置業務と埴生小中学校ＩＣＴ環境整備事業は、共に国が２分

の１の額を限度として補助する公立学校情報機器整備費補助金事業にな

りますので、併せて説明します。１５款国庫支出金、２項国庫補助金、

６目教育費国庫補助金、１節小学校費国庫補助金の公立学校情報機器整

備費補助金２２７万円、２節中学校費国庫補助金の公立学校情報機器整

備費補助金９４万９，０００円分を減額します。このうち、ＧＩＧＡス

クールサポーター配置業務につきましては、１節小学校費国庫補助金の

公立学校情報機器整備費補助金２６４万１，０００円、２節 中学校費

国庫補助金の公立学校情報機器整備費補助金１３２万円を減額しており

ます。埴生小中学校ＩＣＴ環境整備事業につきましては、１節小学校費

国庫補助金の公立学校情報機器整備費補助金３７万１，０００円、２節

中学校費国庫補助金の公立学校情報機器整備費補助金３７万１，０００円

の増額になります。最後に、感染症対策等の学校教育活動継続支援事業

についてです。同じく、１５、１６ページを御覧ください。１５款国庫

支出金、２項国庫補助金、６目教育費国庫補助金、１節小学校費国庫補

助金の学校保健特別対策事業費補助金５０万円、２節中学校費国庫補助

金の学校保健特別対策事業費補助金３０万円を増額します。本事業は、

学校における感染症対策に必要となる消毒液等の衛生用品等の不足を補

うため、現在、国の補助事業を活用して実施している「感染症対策等の

学校教育活動継続支援事業」の追加申請分について、令和３年１２月に

補助金の交付決定を受けた１６０万円分に対し、国が補助限度額とする

２分の１の額を、増額するものです。なお、物品の購入に係る歳出の経

費については、既存の予算で対応するため、歳入のみ計上しております。

説明は以上です。御審査のほど、よろしくお願いします。 

 

吉岡教育次長兼教育総務課長 教育総務課分を御説明します。補正予算書の

６１、６２ページをお開きください。歳出から御説明します。１０款２

項３目学校建設費、１２節委託料の監理委託料４９０万円の減額は、高
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千帆小学校校舎建築事業の工事監理委託料について落札減によるもので

す。同じく、調査設計委託料の９３万４，０００円の減額は、地元から

以前から要望のありました旧埴生小学校敷地内の水路の付け替えの調査

設計委託料として予算を計上しておりましたが、これについては同じ敷

地内におけるのり面補強工事の一環であることから、その設計の中に含

んでもらったため、全額を減額するものです。同じく、家屋調査業務委

託料の５２８万７，０００円の減額は、旧埴生小学校校舎解体工事の事

後家屋調査の落札減です。同じく、設計意図伝達業務委託料の２０万円

の減額も落札減となります。１４節工事請負費２，６９０万９，０００

円は、埴生小中学校整備事業、高千帆小学校校舎建築事業の落札減等に

なります。１０款３項３目学校建設費、１２節委託料の設計委託料１６６万

１，０００円の減額は、厚狭中学校教室棟トイレ改修工事設計委託料の

落札減によるものです。続いて、歳入を御説明します。１３、１４ペー

ジをお開きください。１５款１項３目教育費国庫負担金、１節小学校費

国庫負担金の公立学校施設整備費負担金９２０万７，０００円は、国の

制度改正により、国庫負担金の学級編成の基準が４０人から３５人に引

き下げられたことに伴い、予定学級数が増加になるため、対象面積が増

加したことにより増額となるものです。１５、１６ページをお開きくだ

さい。 １５款２項２目民生費国庫補助金、２節児童福祉費国庫補助金

２７万２，０００円、１６款２項２目民生費県補助金、２節児童福祉費

県補助金６万８，０００円は、高千帆小学校新築校舎内に整備している

児童クラブ室整備費補助金の額が確定したことに伴うものです。続いて、

１９、２０ページをお開きください。２２款１項２目民生債、１節児童

福祉債の児童クラブ室整備事業債１，１７０万円の減額のうち、５５０

万円が高千帆小学校新築校舎内の児童クラブ分の起債となります。２１、

２２ページをお開きください。２２款１項８目教育債、１節小学校債の

小学校整備事業債２，５４０万円の減額は、高千帆小学校、埴生小・中

学校工事請負費等の減額によるものです。２節中学校債の中学校整備事

業債６０万円の増額は、厚狭中法面整備のため、中学校施設改修事業債

１３０万円の減額は、厚狭中生徒棟トイレ改修工事設計委託料の減額に
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よるものです。９ページをお開きください。地方債限度額の補正になり

ます。 先ほども御説明しました、中学校整備事業債の限度額１９０万

円を２５０万円に、６０万円の増額補正となります。７ページをお開き

ください。 繰越明許費の補正です。１０款２項旧埴生小学校水路整備

事業１，０１５万７，０００円の繰越明許費の追加です。地元から以前

から要望のありました、旧埴生小学校敷地内の水路の付け替えについて

は、同敷地内におけるのり面整備工事が完了後に着工する予定でしたが、

のり面工事等に係る地元説明会の中で、水路の整備方法についての了承

を得ることに時間が掛かり、のり面工事が遅れたために水路整備が年度

内に工事を完了することが見込めないおそれがあるため繰り越しを行う

ものです。説明は以上です。御審議のほど、よろしくお願いします。 

 

長谷川知司分科会長 執行部からの説明が終わりました。委員からの質疑を受

け付けます。 

 

伊場勇委員 ＧＩＧＡスクールサポーターについては説明していただきました

が、教員の方は真剣に、一生懸命取り組まれていると思うんですけれど

も、学校によって、習熟度もそうですし、カリキュラムについても少し

差があるように聞いております。今年度、足らない部分もあると思うん

ですけども、全体的に進み具合がどうなっていて、どういうふうに進め

ていったというように、総括的なところをちょっとお聞きしたいんです

が、いかがでしょうか。 

 

長友学校教育課長 端末の活用状況についてですが、各学校において今、取り

組んでおります。まずは、とにかく使ってみようということから今始ま

って、いろんな場面で使っております。授業ばかりでなく生徒会活動、

修学旅行等、そうした学校行事等においても活用し、その有効性を子供

たちも先生たちも、しっかりと感じていこうということで今取り組んで

おります。しっかり使ってみようということが行き渡ったと感じており

ますので、今後は、より効果的な活用は何かということについて、研修
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会等を通じてお互いを高め合うような方向で進めてまいりたいと思って

おります。 

 

伊場勇委員 何か児童生徒のほうが、やはり慣れるスピードがすごく速くて、

取り残されている教員の方がいらっしゃらないかなと思って。その辺の

ケアとかは大丈夫ですか。 

 

長友学校教育課長 御指摘のとおり、先生においては得手不得手があります。

ただ、学校の中で、先生同士が助け合いながらやっていく雰囲気も生ま

れておりますし、ＧＩＧＡスクールサポーターも入って、分からないと

ころは教えていただくということもしておりますので、とにかく、個人

個人で進むというよりは、学校全体、みんなで取り組んでいこうという

方向で進めております。 

 

長谷川知司分科会長 はい、ほかはありませんか。いいですか。(「はい」と呼

ぶ者あり)では、私からちょっと聞きます。６２ページの、小学校費の学

校建設費の委託料、設計意図伝達業務委託料、具体的にはどういう内容

でしたか。 

 

吉岡教育次長兼教育総務課長 これは、この度初めて委託料として上げており

ますが、建物を設計するときに、実施設計をしていただいた業者の方が

いらっしゃいます。ただ、その施工の段階になりますと、その工事管理

をする業者が必ずしも同じとは限りません。別の業者になることのほう

が多いということになります。その場合に、実際施工する段階になって、

この設計の意図はどうなんだろうかという問合せを、もともと設計した

業者にする場合があります。その場合は、設計した業者は、金額は発生

しておりませんけども、自分が設計したということで、そういった回答

をしていただいたり、ちょっと調べを調べていただいたりということを

無償でやっていただいておるわけですが、実際、そういったやはり対価

を払うべきではないかということもありますので、実際にその対価を払
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って、そういった問合せに対応していただくというものが、この設計意

図伝達業務委託料ということになります。 

 

長谷川知司分科会長 今のことですけれど、例えば設計した業者さんに、管理

も随意契約で行っていただくというような考えはお持ちではないわけで

すか。 

 

吉岡教育次長兼教育総務課長 そういったやり方もあるとは思いますが、現在

はそれぞれ入札ということになっておりますので、その方法に従って行

っております。 

 

宮本政志副分科会長 関連しますけど、対価というのは、例えばその１回幾ら

とか、どういう計算で出てくるんですか。 

 

吉岡教育次長兼教育総務課長 １回の問合せが幾らということではなくて、こ

の工事が完了するまでに、そういった問合せをその期間の間にするとい

うことで、見積りを頂いて決定しております。 

 

宮本政志副分科会長 それと、同じく６２ページの家屋調査業務委託料です。

先ほどちょっと説明が分かりにくかったんで、もう一度詳しく説明して

いただけますか。額もちょっと大きいんで。 

 

熊野教育総務課課長補佐兼学校施設係長 家屋調査業務委託料につきましては、

埴生小学校の解体工事に伴いまして、事前家屋調査をやっております。

事前家屋調査を行ったところから、この度、解体後にどうなったかとい

うところを、家屋調査を行って影響を調べたというところです。 

 

岡山明委員 大変申し訳ないんですが、教育の関係とちょっと離れるかもしれ

んですけど、今回のＧＩＧＡスクールサポーターということで、感染症

の発生も関わってくる状況の中で、児童クラブがあります。今、ここは
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教育の関係ですから予算も全然違うという状況ですが、児童クラブで感

染症があって、学校休みという状況で、児童クラブでこういうタブレッ

トとかを使う状況になると、児童クラブと学校となる。教育委員会側の

考え方というか、もう当然組織も全然違うし、勉強という言葉が児童ク

ラブにはないという状況の中で、実際に生徒がタブレットを学校が休校

とか夏休みとかになって児童クラブに持っていくという可能性が今後あ

ると。教育委員会としてはどういう考え方を持たれているか。子供たち

に対してのそういうＧＩＧＡスクールに対するそのタブレットという状

況の中で、これは、予算の部分が全然違うんですよ。そういう状況の中

で話を聞いたときに、子供たちが実際問題夏休みとかになると、タブレ

ットを持っていく可能性があると。そういう状況で、教育委員会として

はどういう考え方を根底に持たれているかをお聞きしたい。 

 

長谷川知司分科会長 申し訳ないですけど、答えられますか。 

 

長谷川教育長 委員の御指摘がありました家庭学習でタブレットを使っていく

という取組については、教育委員会としても積極的に活用できるように、

せっかく１人１台端末になったわけですから、そういった活用をこれか

ら進めていきたいというふうに考えております。ただ、本市が採用して

おりますＣｈｒｏｍｅｂｏｏｋは、御存じのとおりＷｉ－Ｆｉの環境が

ないと使用ができません。そういった意味では、今、児童クラブの中で

活用するということは、今の状況では厳しい状況ではないかと思います。

ただ、今後、児童クラブでＷｉ－Ｆｉを利用できるようにしていただけ

れば、そこでも活用できるようになっていこうかと思います。 

 

岡山明委員 そうすると、現状は、児童クラブにおいてはＷｉ－Ｆｉ環境があ

りませんと聞きました。それは今後の大きな課題となっておりますので、

タブレット有効利用と先ほどもあったと思うんですけど、そういう意味

で、今回の感染症の状況もありますし、また夏休みとかがあるという状

況であれば、宿題とかもプリントとかを、今後将来的にはタブレットを
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使ってできるようにできないのか。児童クラブは対象外だという状況に

なりますけど、そういった意味で最低限のそういう生活レベルを確保す

るためのシステム、Ｗｉ－Ｆｉなどの通信をちゃんと確保していただい

て、子供たちの勉強、生活環境をしっかりレベルアップしていただきた

い。そういうことを教育委員会としては今後検討するということで、ち

ょっとここはもう児童福祉費の問題ですから関係ないと思うんですが、

教育委員会側としては子供たちの環境整備もやっぱり必要じゃないかと

思われるということでいいですか。返事はちょっと難しいと思うんです

けど。 

 

長谷川知司分科会長 今、教育委員会も言われましたように、生活環境の中で

使われていくことは別にやぶさかでないと。今後、民生福祉のほうでそ

ういう対応をされると思います。いいですかね、そういうことで。はい、

ほかにはありませんか。 

 

笹木慶之委員 一つだけお尋ねしますが、ＧＩＧＡスクールサポーターの中で、

最も大きな課題は何ですか。ありませんか。なければいいです。 

 

長友学校教育課長 現在は、やはり効果的な活用をどう進めていくかというこ

とが大きな課題です。もうこれは実際に授業をしながら、子供に端末を

使わせながら学習していくことで、その効果的な活用というのは、どう

したらいいかというのは、だんだん答えが導かれてくるものかなと思っ

ております。そうした活用が進むように、また市教委としても支援をし

ていきたいと考えております。 

 

長谷川教育長 活用については今課長が申し上げたとおりだと思いますけども、

やっぱり私の頭の中には、情報モラルの徹底ということについては、こ

れは絶えず忘れてはいけない課題であろうと考えております。ただ、こ

れは、どんどん、まず使わせるということから、いろいろ発生してくる

可能性もありますので、そういう面をしっかりと摘んでいくということ
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が必要なのではないかなと思っております。 

 

長谷川知司分科会長 ほかにはありませんか。(「はい」と呼ぶ者あり)ないよ

うでしたら、このまま審査番号⑦に移りたいと思います。では、審査番

号⑦、執行部の説明をお願いします。退席されますか。(「はい」と呼ぶ

者あり) 

 

（執行部入替え） 

 

長谷川知司分科会長 では、そろいましたので、説明をお願いします。 

 

舩林社会教育課長 まず、債務負担行為の設定について御説明します。補正予

算書の８ページをお開きください。これは、先ほど御審査いただきまし

た、きらら交流館の次期指定管理者の指定につきまして、先日開催しま

した指定管理者選定委員会において候補者が決定したため、その指定管

理者委託料について債務負担行為を設定するものです。金額は税込みで

４，８７９万７，０００円を限度額としています。続きまして、歳出の

御説明をします。６３、６４ページの１０款５項２目公民館費、１４節

工事請負費の補正について説明します。工事請負費６７５万４，０００円

の減額補正は、赤崎公民館の屋根防水改修工事が完了したため、実績に

より不用額を減額するものです。予算額１，７０６万１，０００円に対

し工事費の実績は１，０３０万７，０００円となり、その差額が６７５万

４，０００円となります。なお、この工事に際し、全国市有物件災害共

済会の損害共済金を受けることとしておりますが、こちらの歳入も併せ

て減額となっております。補正予算書の１９、２０ページをお開きくだ

さい。２１款４項３目１０節教育費雑入の損害共済金９８万３，０００円

の減額です。工事費の総額が減少したことにより保険の対象経費も減額

となり、損害共済金が減額となったものです。続いて６５、６６ページ

をお開きください。１０款５項８目埴生地区複合施設整備事業費、１２

節委託料の減額補正について説明します。委託料７２０万円は、旧埴生
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公民館解体工事に伴う事後家屋調査を予定していたものですが、解体完

了に伴い、対象となる世帯に調査の希望をお伺いしたところ、全ての世

帯が調査されない御意向であったため、調査を実施せず、予算の全額が

不用となったものです。説明は以上です。御審査のほど、よろしくお願

いします。 

 

長谷川知司分科会長 執行部の説明が終わりました。委員の質疑を受け付けま

す。質疑はありませんか。 

 

笹木慶之委員 よく分からないので、もう１回説明してほしいんですが、２０

ページの、先ほど言われた損害共済金９８万３，０００円の減額。これ

は本工事との関係をちょっと説明してもらえませんか。どういう減少で

起こるのか。 

 

舩林社会教育課長 経緯としましては、令和２年の１２月３０日に、突風によ

り、赤崎公民館の屋根の防水シートが破損しましたことによって、屋上

屋根防水シートの張り替え工事をしました。それに関して、市で保険に

加入しており、そちらの該当になるということで、保険金の申請をして

おるところです。それが、工事費が減額となったので、保険の歳入も減

額ということになっております。 

 

笹木慶之委員 そのように説明されんと。主語が抜けているから、全く分から

ない。 

 

宮本政志副分科会長 ６６ページの先ほどの家屋調査業務委託料、これが旧埴

生公民館の解体のときに、工事が終わった後に周辺家屋を調査する予定

が、周辺の方々が調査しなくていいよということで、ゼロになったから

ということですよね。こういった場合というのは、実際その解体工事が

周辺の家屋に影響していないかの調査でしょ。それを「しなくていいで

すよ」と皆さんおっしゃったと。その後に、もしかしたら解体が影響し
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て起こった問題かなというのが出たとしても、もう調査拒まれたわけで

すから、市に責任は来ないという解釈でいいですか。 

 

舩林社会教育課長 それを証明するものがないといけません。要するに、解体

工事によって何らか損害が起こったということを証明するために事後調

査を行うものですので、事後調査をしなくてよいと言われた世帯におか

れては、まずそういった損害もないと理解しております。（「出んよね、

将来」と呼ぶ者あり）出ないと思っております。 

 

伊場勇委員 周辺家屋の方々には、その説明も全てされているんですよね。 

 

池田社会教育課課長補佐兼青少年係長 周辺の家屋のほうには、工事完了の御

報告、それから御迷惑をお掛けしましたので、御礼も兼ねて訪問させて

いただきました。その中で、こちらの世帯におきましても全家屋に事前

家屋調査を実施させていただいておりまして、工事が起こることにより

ましてまた何か損害があってはいけないからということで、その辺りの

説明をさせていただいております。事後にも、被害とかはありませんか

という話をさせていただいて、ないということでした。調査はどうしま

しょうかというようなお伺いもさせていただいて、必要ありませんと御

回答いただいているところです。以上です。 

 

長谷川知司分科会長 ほかにはありませんか。（「ありません」と呼ぶ者あり）

ないようですので、審査番号⑦の審査を終わります。どうもお疲れ様で

す。これで総務文教分科会を終了します。お疲れ様でした。 

 

午後２時２３分 散会 

 

令和４年（2022 年）２月２５日 

              

  一般会計予算決算常任委員会総務文教分科会長 長谷川 知 司   


